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1 1 … 演l戸斜面崩壊前兆現象抽同み
小花和宏之（ビジョンテック）・早川裕司（東京大学）・加藤顕（千葉大学）

Summa町

UAV・SfM測量手法を用いて、斜面崩壊状

況およびその前兆現象の観測可能性を検
討した。

①岩盤崩落、落石、テンションクラックなど、

主に裸地斜面で発生するマスムーブメント
の検出および変化量の推定は可能。

②箱生で覆われた斜面の変化を検知する二

とは難しい。地面の動きに｛半う樹木位置

の変化量の検出を試みたが、落葉等によ

る樹冠形状の季節変化の影響が大きい。

Backg『ound& Purpose 

急峻な山地が多くまた降水量も多い自主転でI立、地すべりやE壁崩れといった土砂災害が多発している。
たとえば、 2015年に発生した土砂災害の件数は、地すべりが44件、崖崩れが599件である（国土交通省，

2015）。それら災害を未然に防ぐあるいは被害を軽減するためには、災害の原因となるマスムーブメント

（重力性の土砂移動）の発生危険個所の推定および監視銭術が必要である。

土砂災害危険個所の推定方法として、従来は、斜面の傾斜や高さをもとに土砂災害が発生するおそれ
のある個所（急傾斜地崩嬢危険区織）が指定されてきた。しかしその数｜ま全国でお万か所を超えており、

監視コストの箇で問題がある。また、斜面崩緩の監視手法として、伸縮E十を用いた崩嬢Bi部の引張tilれ
自｛テンションクラック）の変異針演1）が一般的だが、全ての対象地に設置することは現実的では無い。

本研究では以よの状況を踏まえて、地形言十混IJツールのーっとして近年急速に利用が拡大している、
UAV-S削計測手法（小型無人機を用いた空織およびStructurefrom Motion妓術を利用した写真測量）に
よる、斜面蹴寝前兆現象の杷握の可能性について検討した。

千葉県いすみ市雀島

島の周図が海に固まれているため
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落葉等により樹冠形状が大きく変化するため、
樹木の位置変化で地面の移動を正被に捉えることは幾しい。
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